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1.はじめに
The Little Foxesは1939年に初上演された、劇作家リリアン・ヘルマン（Lillian 
Florence Hellman, 1905-1984）の代表的作品の一つである。今作品執筆当時のアメ
リカは、バブル経済に基づく繁栄と株の大暴落が切っ掛けとなって始まった大恐慌
といった世界経済の混乱を招いていた。世界の繁栄と恐慌は、当時のアメリカ国民
に階級意識を益々高めさせたと言える。
本論文では、The Little Foxesにおける不安定な世界経済を機に蔓延し始めた資
本主義社会が齎す誤った階級意識の概念と女性の立場への影響性に焦点を当てた。
1900年の春、最南部の小さな町にあるギデンズ邸に設定されているこの劇は処女
作The Children’s Hour（1934）と異なり、明確な時代背景の下にハバード家の長男
ベン、次男オスカー、そしてホーレス・ギデンズに嫁いだ長女レジーナの三兄弟が
物語を展開して行く。レジーナ兄弟の関係の変動は、今作品における「階級」と「ジェ
ンダー」の一連の問題を印象付けている。
ヘルマンが描いたThe Little Foxesの女性たちは、拝金主義に生き抜いたレジーナ、
そしてその陰に苦しむバーディーという二種類の女性に分類できる。双方が抱える
疎外感は、女性登場人物を主体としたフェミニスト劇作家としての典型的描写の表
れなのであろうか。フェミニスト劇作家の代表スーザン・グラスペル（Susan 
Glaspell, 1882-1948）のTrifles（1916）もまたThe Little Foxesと同様に、金メッキ
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時代を潜り抜けた人物たちを描き出している。ヘルマンの独自性を見出す為に、ス
ーザン・グラスペルの作品Triflesと比較分析しながら、The Little Foxesにおける「階
級」と「ジェンダー」を考察する。
2. 登場人物に投影されたニューハウス家
幕が開くと、黒人の召使が慌ただしくテーブルの装飾に取り掛かかっており、オス
カーの妻バーディーは、落ち着かない様子で舞台に登場する。その日は、北部出身
の上流階級のマーシャルが、ビジネスの関係でハバード・サンズ商会を経営するベ
ンとオスカーに会いに来ることになっていた。拝金主義者であるレジーナ兄弟は、マ
ーシャルの来訪に浮かれ、自分たちに少しでも多くの利益が得られるように躍起にな
っている。一方、心優しく穏やかなバーディーにとって、彼の来訪は数少ない外界
との交流であるため、その心は弾む。バーディーの息子リーオは、ホーレスが経営し
ている銀行に勤めており、穏やかな性格の母とは違い、心臓を患いボルティモで入
院しているホーレスの目を盗み、仕事を怠けては金庫を無断で覗き込むなどの悪さを
しでかしていた。リーオのずる賢さと拝金主義を彷彿させる強欲さは、母親よりも父
親のオスカーに影響を受けたと言える。そしてホーレスとレジーナの一人娘のアレク
サンドラは、強欲な母レジーナよりも父ホーレスに似た心根の優しい女性へと育って
いた。
マーシャルの帰宅後に見られるこれらの登場人物たちの言動は、それぞれの性格
を益々浮き彫りにし、舞台に緊迫感を与えて行く。レジーナ兄弟は、マーシャルと前
向きなビジネスの話し合いが出来たことに狂喜し、サンズ商会の事業成功のために
奮闘し始める。しかし、ベンとオスカーは、レジーナが資金繰りに手間取っているこ
とに不満を抱き、彼女を急き立て始める。いつの間にかレジーナは、男兄弟の団結
を前に居場所を失って行く。
The Little Foxesでは拝金主義と博愛主義の狭間で揺れ動く家族の姿を描き出して
いる。拝金主義が齎す極度の階級意識への固執は、社会における女性の立場を窮屈
なものにさせてしまう現実を暗示的描写で表現している。1900年初頭に設定された
登場人物たちは、拝金主義思想を多く生み出した金メッキ時代を潜り抜けた人々で
あり、アメリカに定着し始めた資本主義体制は、階級意識の概念を益々歪曲させる
危険性を持っている。レジーナ兄弟たちは、その歪んだ階級意識を助長させた人物
と言える。強欲な兄弟たちの生き方とは反し、アレクサンドラは博愛主義思想を持っ
て、歪んだ社会思想に立ち向かう決意を抱いている。19世紀後半の女性の代表とも
言えるレジーナ（当時の歪んだ階級意識に染まった女性）とアレクサンドラ（それに
染まらなかた女性）の双方の行く末が示しているものは、へルマンの腐敗した社会思
想への訴えと捉えられる。
The Little Foxes執筆当時の1930年代における世界経済の繁栄と混乱が生みだし
た悲劇的結末は、金メッキ時代の登場人物の心の高揚が齎す過ちと重複する。ヘル
マンがこの時代に焦点を当てた背景には、一劇作家として世に出た彼女に待ち受け
ていた“女流”劇作家としての枠組みに対する反発心と言えるだろう。女性たちの社
会性の欠落とその固定化された社会思想に対する順応性への解決策として、今作品
を通して女性たちの階級意識の見直しを図っている。引用1の舞台冒頭のト書は、階
級意識に重きを置かないヘルマンの真意の表れの一つである。
1. The living room of the Giddens house, in a small town in the deep South, 
the Spring of 1900... The room is lit by a center gas chandelier and 
painted china oil lamps on the tables. Against the wall is a large piano. 
Down-stage, right, are a high couch, a large table, several chairs. Against 
the left back wall are a table and several chairs. Near the window there 
are a smaller couch and tables. The room is good-looking, the furniture 
expensive; but it reflects no particular taste. Everything is of the best and 
that is all. (Hellman, The Little Foxes 97)
ギデンズ家の絢爛豪華な部屋や家具は、上流階級を誇示しようとしたレジーナの
強欲さを物語っている。しかし高尚な趣味を反映するものではないと言い切った言
葉から、階級意識に駆られた人々に対する皮肉交じりの表現と受け取れる。高価な
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装飾物はヘルマンにとってあくまで“that is all”に過ぎない。ヘルマンは、両親の階
級の違いによって生まれた家庭内の不和の下で幼少期を送っている。上流中産階級
である母方の祖母ソフィー・ニューハウスの影響により、一時はお金に対する憧れと
強い執着心を抱いていたが、醜い拝金主義思想に酔った祖母の陰険な考え方は、最
終的に階級意識に対する強い反発心へと変化させて行く。ヘルマンはAn Unfinished 
Woman（1969）の中で母方の家族について次のように記している。
2. New York apartment where we visited several times a week, the summer 
cottage where we went for a visit each year as the poor daughter and 
granddaughter, made me into an angry child and forever caused in me a 
wild extravagance mixed with respect for money and those who have it. 
The respectful periods were full of self-hatred and during them I always 
made my worst mistakes. But after The Little Foxes was written and put 
away, this conflict was to grow less important, as indeed, the picture of 
my mother’s family was grow dim and almost fade away. (Hellman, An 
Unfinished Woman 5)
幼少時代のへルマンは、父方の実家のあるニューオリンズと母方の邸宅があるニ
ューヨークとを行き来した生活を送っていた。母方の別荘では、叔父や叔母たちが
集まり、お互いの階級の高さを誇示し合っていたため、下流階級のジェームスと結
婚したヘルマンの母ジュリアは、ニューハウス家にとって、もはや哀れな敗北者とな
っていたのである。ヘルマンは、ニューハウス家の絶対的な権力に憧れと同時に強
い嫌悪感を抱き、それをThe Little Foxesの人物に投影することで、改めて階級への
執着から抜け出すことが出来たと言える。故に今作品は、癇癪持ちの幼少期へルマ
ンとニューハウス家の人々の悲劇的結末を表現した半自伝作品である。高価で煌び
やかに装飾されたギデンズ家とニューヨークにあるニューハウス家は酷似している。
引用3にあるように、ニューハウス家に漂う重苦しい雰囲気は、そのままギデンズ家
の中で表現されているのが分かる。
3. The Newhouse apartment held the upper-middle-class trappings, in touch 
of things and in spirit of people, that never manage to be truly stylish. 
Heavy weather hung over the lovely oval rooms. (Hellman, An Unfinished 
Woman 3-4)
拝金主義者であるヘルマンの祖母ソフィーは、まさしく強欲なレジーナをモデルと
して描かれている。引用4では、レジーナの拝金主義思想が強く表れた台詞である。
マーシャルとの商談が成功したことに狂喜する彼女は、上流階級の仲間入りを果た
し、新しい生活を始めることに胸を膨らませる。
4. Regina: ...I’m going to live in Chicago. I’ve always wanted to. And now 
there’ll be plenty of money to go with... I’m going to Chicago. And when 
I’m settled there and know the right people and the right things to buy- 
because I certainly don’t now- I shall go to Paris and buy them. (Laughs) 
(Hellman, The Little Foxes 178-181)
レジーナは、北部こそ階級が高く洗練された人々が住む世界であると信じ、南部
を去り自らも上流階級の仲間入りすることを切望する。娘婿のジェームスを軽蔑する
ソフィーの如く、彼女は上流階級以外の人間に対して強い差別意識を抱いている。
5. Regina: There’ll be millions, Birdie, millions. You know what I’ve always 
said when people told me we were rich? I said I think you should either 
be a nigger or a millionair. In between, like us, what for? (Laughs. Looks 
at BIRDIE) (Hellman, The Little Foxes 107)
上流階級の人間でなければ奴隷に等しいとしたレジーナの台詞は、彼女の傲慢さ
を鮮明に表現している。そしてソフィーの弟であるジェイクの存在も幼少期のヘルマ
ンの心に強く刻み込まれた存在の一人である。ヘルマンは、厳格な祖母をも越える
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ジェイクについてこう記している。─“Her children, her servants, all of her 
relatives except her brother Jake were frightened of her, and so was I.（Hellman, 
An Unfinished Woman 3）母方の家族全員が恐れをなしていたソフィーが、唯一、
一目置いていた人物こそジェイクであったのだ。ソフィーがレジーナに相当するなら
ば、ジェイクはレジーナが敬意を表している長男のベンと捉えることができる。事実
ヘルマンは、ジェイクの言葉をThe Little Foxesの中で引用していることを明らかに
している。中学の卒業祝いにジェイクから貰った指環を質屋で売り飛ばした彼女は、
そのお金で数冊の本を購入してしまう。その事実を知ったジェイクが言い放った言
葉─“So, you’ve got spirit after all. Most of the rest of them are made of sugar 
water” （Hellman, An Unfinished Woman 5）─こそ、ヘルマンが今作品で引用した
言葉である。彼の嫌味なまでの寛容ぶりは、ヘルマンを益々皮肉めいた少女へと仕
立て上げて行く。そしてジェイクに対する煮え切れない感情を背負ったまま、その雪
辱を晴らすかの様に、貪婪なベンの台詞として利用した背景が伺える。引用6のベン
の台詞では、それを象徴しており、彼はオスカーと共に心臓発作で亡くなったホーレ
スの死を空々しく嘆いている。
6. Ben (Softly, sincerely). Yes, that’s true. (Turns to Ben) The whole town 
loved him and respected him. 
Alexandra (turns). Did you love him, Uncle Oscar? 
Oscar. Certainly, I ─ What a strange thing to ask! I ─
Alexandra. Did you love him, Uncle Ben?
Ben (Simply). He had ─
Alexandra (suddenly starts to laugh very loudly). And you, Mama, did 
you love him, too?
Regina. I know what you feel, Alexandra, but please try to control 
yourself....
Ben (as he passes ALEXANDRA, smiles). Alexandra, you’re turning out to 
be a right interesting girl. (Looks at REGINA) Well, good night all. (He 
exists) (Hellman, The Little Foxes 242-245)
ギデンズ家に連れ戻されたホーレスは、資金徴収のために自分を利用しようとし
たレジーナ兄弟の策を見抜いていた。そして自身の銀行で働いている甥のオスカー
が、金庫から小切手を盗み出したことを察知しつつ、レジーナに資金が渡らないよう
に手をまわし始める。そんなホーレスのやり方に憤慨し突然の発作で苦しみ始めた
ホーレスの姿を目にしながら、レジーナはそのまま彼を見殺しにしてしまう。
レジーナ兄弟が上流階級に上り詰めようと策略していた事実に気付いたアレクサ
ンドラは、ホーレスに少しでも愛情があったのかを問い質している引用6の場面では、
重要な意味を持つ。アレクサンドラはホーレスの死を嘆き、拝金主義思想に心を支
配された彼らに対し、敵意を抱き始めている。それは、階級意識に駆られた叔父に
反発し、指輪よりも価値のあるものを彼に見せ付けた青年期のヘルマンを彷彿させ
る。アレクサンドラの核心に触れたその発言に、ベンはジェイクのごとく、皮肉交じ
りに“おまえも実におもしろい娘になったものだ。”と褒め上げたのである。ベンの台
詞がアレクサンドラに言い放たれたことを考慮すると、彼女はヘルマン自身であるこ
とを示唆しており、階級の高さを誇示するジェイクに反発した当時のヘルマンの姿は、
ベンとアレクサンドラの対決で再現されていると言える。
そんな強欲なソフィーとジェイクたちにとって敗北者であるヘルマンの母ジュリア
もまた、The Little Foxesの登場人物の中に投影されている。祖母や伯父に太刀打ち
できないジュリアの脆さや上流中産階級の娘にしては余りにも無欲な姿は、バーディ
ーそのものである。引用7はそんな穏やかなバーディーの無欲さを表した台詞である。
7. Birdie (warmly, delighted with the unexpected interest). I should like to 
have Lionnet back. I know you own it now, but I’d like to see it fixed up 
again, the way Mama and Papa had it... (speaking very rapidly, tensely). 
My family was good and the cotton on Lionnet’s fields was better, Ben 
Hubbard wanted the cotton and (Rises) Oscar Hubbard married it for me. 
He hasn’t smiled at me since. Every body knew that’s what he married me 
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for. (ADDIE rises) Everybody but me. Stupid, stupid me. (Hellman, The 
Little Foxes 180, 226)
マーシャルの来訪によって、上流階級の地位を手にすることを約束され、浮わつ
いたレジーナ兄弟に反し、バーディーは細やかな願望を打ち明けている。彼女は、
かつて上流階級の娘であった立場に誇りを持ちながらも、それを誇示することなく、
綺麗に手入れをされていた農園を懐かしんで、幸せだった頃の娘時代に戻ることを
望んでいるのである。夫との質素で穏やかな生活こそ、彼女の望みの全てであり、
上流階級の娘という立場を利用した夫を憎むことすらできずにいたのだ。しかしレジ
ーナ兄弟が黒人たちを蔑視する傾向に罪の意識を抱いていた彼女は、自己愛のため
に際立った黒人への優遇を表現しようとしていた。
引用8では、そんなバーディーの姿に酷似した母ジュリアについてヘルマンが回想
したものである。
8. In fact, she was a sweet eccentric, the only upper middle-class woman I
have ever known who had not rejected the middle class-that would have
been an act of will- but had skipped it altogether. She liked a simple life
and simple people, and would have been happier, I think, if she had stayed
in the backlands of Alabama riding wild on the horses she so often talked
about, not so lifelong lonely for the black men and women who had
taught her the only religion she ever knew. (Hellman, An Unfinished
Woman 5)
愛すべき変わり者であったジュリアの姿は、そのまま哀れなバーディーの姿として
表現されている。ヘルマンがジュリアに対して信頼を寄せることができなかった背景
は、強欲なレジーナ兄弟に対して反発できなかったバーディーの脆弱さに尽きるだろ
う。同時に、黒人の乳母であるサフロニアを実母以上に愛した事実を、ギデンズ家
の黒人の召使の勇敢なるアディーの姿に投影している。
The Little Foxesの中に潜む敗北したニューハウス家の人々の描写は、階級意識に
打ち負かされて拝金主義者に陥った人々へのヘルマンの反発心と受け取ることがで
きる。バーディーの弱さの前に一層輝くアレクサンドラの勇敢さは、ニューハウス家
とその支配者であるジェイクへの仇討であると言えるだろう。
3. フェミニスト劇作家からの脱却
アレクサンドラの描写は、ヘルマンをフェミニスト劇作家として位置付けるに相応
しいものと捉える傾向にある。加えて、処女作のThe Children’s Hourで見られるカ
レンとメアリーとの対決にあったように、The Little Foxesにおいても、肝心の社会
問題（階級・ジェンダー問題）における善悪の対決では女性たち（レジーナとアレク
サンドラの対決から）にその役目を任せており、男性はその対決から距離を置いてい
る。
このような女性を重視した描き方は、ヘルマン特有の皮肉的描写の一つであると
言えるため、必ずしも男性を阻害しようとしたものとは言い難い。事実フェミニスト
劇作家としての地位を確立されつつある要因となった処女作と比較して、男性登場
人物を多く起用している。その背景を考慮しても、フェミニスト劇作家から脱却しよ
うとしたヘルマンの試みが感じられる。
Triflesの登場人物もまたThe Little Foxesと同様、金メッキ時代に生きている人々
で構成されている。舞台は登場人物たち（郡検事のジョージ・ヘンダスン、保安官の
ヘンリー・ピーターズとその夫人、隣人の農夫のルイス・ヘイルとその夫人）が、死
体となって発見されたジョン・ライトの死因調査のため、彼の自宅を訪れているシー
ンから始まる。第一発見者であるルイスは、死体現場にいたライト夫人の様子やジョ
ンがどのような状態で亡くなっていたかなどを彼らに事細かに説明し始める。
中でもライト夫人が話していた奇妙な発言を印象深く語り始めている。
9. HALE. ...I said, “How do, Mrs. Wright, it’s cold, ain’t it?” And she said,
“Is it?”─and went on kind of pleating at her apron. Well, I was surprised; 
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she didn’t ask me to come up to the stove, or to set down, but just sat 
there, not even looking at me, so I said, “I want to see John.” And then she
─ laughed. I guess you would call it a laugh. I thought of Harry and the 
team outside, so I said a little sharp: “Can’t I see John?” “No,” she says, 
kind o’ dull like. “Ain’t he home?” says I. “Yes,” says she, “he’s home.” 
“Then why can’t I see him?” I asked her, out of patience. “‘Cause he’s 
dead,” says she. “Dead?” says I. She just nodded her head, not getting a 
bit excited, but rockin’ back and forth. “Why─where is he?” says I, not 
knowing what to say. She just pointed upstairs─ like that (himself 
pointing to the room above) ... (Glaspell, Trifles 2)
舞台の冒頭からライト婦人は既に、夫殺害の容疑で警察署で拘束されている。ジ
ョンを絞め殺したのは、ライト夫人であることを前提として、その証拠探しに男性陣
は四方に目を光らせている。
彼らは、終始女性たちを小馬鹿にした様子で、女性たちの発言を軽くあしらって
いるのは引用10から明らかである。
10. MRS. PETERS (to the other woman). Oh, her fruit; it did freeze. (To the 
Lawyer). She worried about that when it turned so cold. She said the fire’d 
go out and her jars would break. 
SHERIFF. Well, can you beat the women! Held for murder and worryin’ 
about her preserves. 
COUNTY ATTORNEY. I guess before we’re through she may have 
something more serious than preserves to worry about.
HALE. Well, women are used to worrying over trifles. (The two women 
move a little closer together.) 
COUNTY ATTORNEY (with the gallantry of a young politician). And 
yet, for all their worries, what would we do without the ladies? (The 
women do not unbend. He goes to the sink, takes dipperful of water from 
the pail and, pouring it into a basin, washes his hands. Starts to wipe 
them on the roller towel, turns it for a cleaner place.) Dirty towels! (Kicks 
his foot against the pans under the sink.) Not much of a housekeeper, 
would you say, ladies? MRS. HALE (stiffly). There’s a great deal of work 
to be done on a farm. (Glaspell, Trifles 3)
ライト夫人と同じく家事に従事している婦人たちは、殺人現場の些細な所に目が
行き届いている。しかし殺人動機に何ら関係のない無邪気な会話に、男性陣は苛立
ちを隠せない。
彼らの乱暴な言葉に不快感を抱きながらも、女性たちはライト夫人に頼まれたエ
プロンやショールを探し始める。女性ならではの細やかな機転は、男性陣の乱雑さ
を一層引き立てている。女性の戯言にも気にも留めず、男性陣は台所から、二階の
死体があった周辺を嗅ぎまわり始める。その間夫人たちは、やりかけの縫い物や作り
かけのパンに目をやり、ライト夫人の事件当時の心境に思いを巡らしている。
11. MRS. HALE. She─come to think of it, she was kind of like a bird herself
─real sweet and pretty, but kind of timid and─fluttery. How─she─did
─change. (Silence; then as if struck by a happy thought and relieved to 
get back to everyday things.) (7-8)
夫人達は、キルト箱の中に、首を捩じられた小鳥の死骸がシルクの布に大事に包
まれているのを発見した。そしてジョン・ライトは、間違いなくライト夫人によって
絞め殺されたことを確信する。
TriflesやThe Little Foxesの女性たちは、如何に高い階級の家庭に従事するかで、
女性の価値が決定づけられるとした社会思想の中で生きている。特にフェミニスト
作家が描く作品において、男性支配に生きる女性たちが常に被害者的な立場をとっ
ている。ライト夫人は、その典型的人物と言える。かつては美しく着飾っていた彼女
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が、下流階級である農家の家に縛られ、まるで鳥かごにいる小鳥へと堕ちてしまっ
た哀れな被害者として描かれているのだ。被害者的な立場で描かれた女性たちは同
情心を誘い、怒りの矛先は男性に向けられる。ライト夫人を憐れむピーターズ夫人や
ヘイル夫人は、その悲劇を嘆き、無慈悲な男性への失望感を募らせて行く。
男性優位社会の下で、家庭に従事することを強いられた女性たちは、社会進出を
断念する代わりに、高い階級の家に嫁ぎ、何不自由のない生活を送ることこそが女
性のあるべき姿であることを無意識のうちに定義づけられていると言えるだろう。ラ
イト夫人宅は、粗雑で決して裕福な家庭であるとは言えず、召使のように夫に酷使
され、美しく着飾ることから疎遠な生活を強いられていた。更に夫は、妻を社交の
場に出すことを酷く嫌っていたため、彼女は外界から一切の距離を置いて生きてい
た。下流階級の生活で妻を酷使している状況下において、男性の役割を放棄した夫
自身も、その恥辱に耐えかねぬ故の行動と言えるだろう。それは同時に財力で女性
を優遇できない男性の愚かさを避難しているとも受け取れるのだ。
このようにグラスペルは、加害者的な立場としての男性像、被害者的な立場とし
ての女性像というようにジェンダー意識を利用して明瞭的に登場人物を使い分けて
いる。
一方ヘルマンは、女性の社会参加への弱さを、一極端に男性優位社会に擦り付け
ようとした描写は、The Little Foxesにおけるレジーナの存在で否定しているのが分
かる。ピーターズ夫人やヘイル夫人のように男性優位社会に無抵抗で順応している
姿は、ヘルマンにとって社会悪を助長させる隠れた加害者であると言えるからである。
そして彼らの隠れた階級意識は、男性社会に身を投じ、女性としての安定を図ろう
としたジェンダー意識と混同させてしまっているのではないだろうか。
ライト夫人が飼っていた小鳥は、家庭の束縛から解放させてくれる唯一の癒しの
存在であったのだ。小鳥を絞め殺した夫の行為は、彼女にとって許されるものでは
なく、美しかった娘時代の幸せを奪い取り、召使のように扱う非道な夫への憎しみ
を一層強くした。従って夫を絞め殺すには十分すぎるぐらいの動機を抱き始めてしま
うのである。
Triflesにおける女性登場人物たちは、最後まで悲劇の被害者として描かれている。
女性の優遇と男性への批判という描写はフェミニスト劇作家であるグラスペルならで
はの表現方法と言えるだろう。
引用12のヘイル夫人の台詞は、この作品における結論と捉えられる。
12. MRS. HALE. I might have known she needed help! I know how things 
can be─for women. I tell you, it’s queer, Mrs. Peters. We live close 
together and we live far apart. We all go through the same things─ it’s all 
just a different kind of the same thing. (Brushes her eyes, noticing the 
bottle of fruit, reaches out for it.) If I was you, I wouldn’t tell her her fruit 
was gone. Tell her it ain’t. Tell her it’s all right. Take this in to prove it to 
her. She─she may never know whether it was broke or not. MRS. 
PETERS (takes the bottle, looks about for something to wrap it in; takes 
petticoat from the clothes brought from the other room, very nervously 
begins winding this around the bottle. In a false voice). My, it’s a good 
thing the men couldn’t hear us. Wouldn’t they just laugh! Getting all 
stirred up over a little thing like a─dead canary. As if that could have 
anything to do with─with─wouldn’t they laugh! (Glaspell, Trifles 9)
ヘイル夫人の台詞から、男性支配の時代を打開するために、グラスペルが女性た
ちに向けたメッセージを読み取ることができる。彼女は“ささいなこと”に気がつく
女性たちに、階級や人種の違いに躊躇することなく、女性同士の結束の必要性を投
げ掛けているのだ。
ではThe Little Foxesの女性登場人物たちは、当時の社会思想において、どのよう
な立場をとっているのであろうか。ライト夫人と同じく女性登場人物の中で最も被害
者的な立場と言えるバーディーから考察したい。
13. In twenty-two years I haven’t had a whole day of happiness... And you’ll 
trail after them, just like me, hoping they won’t be so mean that day or say 
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something to make you feel so bad- （Hellman, The Little Foxes 227）
このバーディーの台詞から、彼女が如何に夫に支配され、窮屈な結婚生活を送っ
てきたかが読み取ることができる。しかし、男性支配に従順にならざるを得ない生
活の中で、彼女はその苦悩を決して夫には語らず、最後まで沈黙を続けるのである。
ライト夫人も同様に、最後まで夫殺害の動機について頑なに沈黙を続けている。殺
害動機を開示したところで、当時の社会思想から決して女性の苦悩を理解できる時
代ではないとの諦めの思いからと受けとれる。そして殺害動機を知ってしまったピー
ターズ夫人やヘイル夫人もまた、ライト夫人を守るために沈黙を通すのである。夫人
たちは首を捻られた小鳥の死骸を男性たちには見せずに、ライト夫人の殺害動機と
なる証拠を隠してしまう。
彼女たちの沈黙は、男性支配に立ち向かう事を恐れ従順になることで被害者を装
っていることを示している。しかし、へルマンが描いた女性登場人物は、男性支配
に脅えた被害者バーディーの姿だけでなく、被害者から加害者へと発展した拝金主
義者レジーナを描いている。レジーナの加害者性は、引用14から見出すことができる。
14. Regina. Deny your heads off. You couldn’t find a jury that wouldn’t weep
for a woman whose brothers steal from her. And you couldn’t find twelve
men in this state you haven’t cheated and who hate you for it. (Hellman,
The Little Foxes 243)
夫から資金を得られず、ベンとオスカーから疎外されたレジーナは、女の立場を
利用して、自らも上流階級に成り上がろうと策を練るのである。レジーナの階級への
欲望は、男兄弟たちに劣ることなく、寧ろ彼らを扇動するほどである。彼女は恰も、
男性の影に隠れ自らも男性たちの手から溢れた利益を貰おうとしているが、実はそ
の糸を引いていたのはレジーナ自身であったのだ。彼女はベンが自分と再び手を組
んで、金稼ぎに奔走する決意を抱くのを知ると、そっと陰で微笑むのである。
15. Ben (he picks up his coat, then turns to her)... I say to myself, years of
planning and I get what I want. Then I don’t get i t . But I’m not
discouraged. The century’s turning, the world is open. Open for people
like you and me. Ready for us, waiting for us. After all this is just the
beginning. There are hundreds of Hubbards sitting in rooms like this
throughout the country. All their names aren’t Hubbards, but they are all
Hubbards and they will own this country some day. We’ll get along.
Regina (Smile). I think so. (Hellman, The Little Foxes 245)
ベンとレジーナは、諍いを止め拝金主義思想への共感を深めていく。ハバード家
と同じく階級意識を糧に生きる人々は、自分たちに代わって世界を支配していくと確
信している。それは自らの巡らす財政的策略を強ち自分の為だけではなく、国家の
利益にも当然関わることと捉えた慢心したジェイクとソフィーの姿そのものと言える
だろう。
レジーナ兄弟を通し、一つの家族の歪んだ社会思想が、世界へと遍満しゆくこと
をヘルマンは恐れている。同時に、社会悪を助長させる行為に対して男女の隔たり
を決して描いていない事は彼女の独自性の一つと言えるだろう。Triflesにおける夫
人達やThe Little Foxesにおけるバーディーの沈黙は、アレクサンドラの存在によっ
て打開される。彼女は強欲な母親や叔父たちに次のように言い放つ。
16. Alexandra... (Tensely) Well, tell him for me, Mama, I’m not going to stand
around and watch you do it. Tell him I’ll be fighting as hard as he’ll be
fighting. (Rises) some place where people don’t just stand around and
watch. （Hellman, The Little Foxes 247）
階級意識に溺れた伯父たちや母親に対して沈黙を破ったアレクサンドラは、被害
者でも加害者でもない新しい時代を拓く勇敢な女性として描かれているが、そんな
彼女を全力で支えようとした男性登場人物のホーレス（レジーナに見殺しにされてい
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る描写から被害者的な立場に属する）の描写は、女性像の理想化を避け、男女間の
バランスを図った試みとして受けとれる。
グラスペルは、男性を疎外しながら女性同士の結束の必要性を求めているならば、
へルマンはジェンダー意識を超越した男女間の調和を描きながら、歪んだ社会思想
への沈黙を打開し自立した女性像を作品の中で見事に描き、フェミニスト劇作家か
ら脱却した立場を確立したと言えるだろう。次の図は、The Little Foxes とTriflesの
相似性と相違性を明確にしたものである。
Trifles
George Henderson
Mrs. Wright
Mrs. Peters
Birdie Hubbard
Alexandra Giddends
Horace Giddends
Mrs. Hale
妻によって絞殺される。
悲劇な女性の典型像 妻レジーナに見殺しにされる
悲劇な女性の典型
女性たちの結束力
兄弟たちを扇動する
レジーナの影。
Ben Hubbard
Oscar Hubbard
Regina Giddens
John Wright
Henry Peters
Lewis Hale
The Little Foxes
加害者的な立場の登場人物
被害者的な立場の登場人物
被害者たちへの圧力
男性同士の調和 兄妹同士の調和
夫を見殺しにした行為は
当然の如く加害者として
描写されており、それは
ライト夫人の被害者的な
立場と相対している。
ホーレスが被害者と成り得る
女性達を擁護する描写は、女
性像の理想化を避ける為。
同時に、ホーレスとアレクサン
ドラの絆は、男女間の調和を
示し、男性の疎外を否定する。グラスペル作品には描かれていない被
害者にも加害者にも属さないヘルマン
の独自性を表す女性登場人物の典型。
絞殺された被害者
を加害者として描写
する手法はグラスペ
ル作品の典型。
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4.結論
ヘルマンは、上流中産階級である母方の家族の影響により、幼少期の頃から目覚
め始めた階級意識への反発心をThe Little Foxesにおけるアレクサンドラの中で表現
している。
アレクサンドラの怒りの矛先は、ニューハウス家の人物を投影したレジーナとベン、
そしてその悪を傍観してしまったバーディーへと向けられている。中でもレジーナの
階級意識の強さは、男兄弟を扇動した影の支配者と言えるだろう。
男性優位社会に順応してしまった彼女は、女性という立場を利用して上流階級の
立場を得ようとした人物である。従って今作品では、階級問題とジェンダー意識の
両面の視点から分析する必要があった。
ヘルマン劇の描き方は、男性権威の反発を示すために女性たちを被害者的立場と
して描くグラスペルの手法とは異なる。Triflesでは、階級問題において男性登場人
物を加害者として、女性登場人物を被害者としてジェンダー意識を根底に振り分け
られている。ここで注目すべき点は、レジーナと同じく夫の死に関与しているライト
夫人があくまでも被害者としてその立場を確立していることへの矛盾点が挙げられ
る。それは男性権威社会の抵抗を示すために描いたフェミニスト劇作家であるグラ
スペルならではの描写であるのではないだろうか。
一方ヘルマン作品では、彼女特有の“cynical philosophy”（7-8）を利用して、女
性登場人物を被害者としての人物と共に、加害者を描くことで、男女間のバランス
を図っている。同時に、加害者ではなく被害者的な立場として描かれた男性登場人
物のホーレスが、アレクサンドラを擁護しようとした姿勢は女性像の理想化を避ける
ことを強調していると言えるだろう。ホーレスの涙を誘う悲劇的な死に対して、
Triflesのジョン・ライトは、妻に殺害されても尚、妻への冷酷な言動を振るった罪を
拭いきることはできず加害者的立場として留まっている。
これら二作品を通して注目する点は、ヘルマンが自身を投影したと考えられるアレ
クサンドラの存在と言えるだろう。グラスペルは女性同士の結束を通して男性たちを
冷遇し、怒りへの沈黙を続けてしまっている。しかしアレクサンドラはホーレスの支
えを得ながら、その沈黙を打開した強さが示されており、それはヘルマン独自の描
写の表れと言える。階級・ジェンダー意識に左右されることのない独自性がThe 
Little Foxesで描き出されているのではないだろうか。
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